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女子サッカーの国際，国内試合における
主審とボールの移動距離に関する研究
小林久幸・ J 1 
緒昌
A 
口 i悟
本論文要旨の一誌は行本体育学会第43回大会(1992年'.12月211J ，於大妻女子大学，共日研究
者:大谷大学・瀬戸進，神戸女子大学・宮村茂紀，天理大学・林rE邦，五K あぜくら・瀬戸就
一〉にて口頭発表したものである。
近年富みに窪んになりつつあるL1本のkfサッカーにとり， 1991年は記念すべき年であっ
た。国際大会では前年の90年第11回北京アジア大会付I国， 10月， 6チーム参加〉でkfサッ
カーが正式種口として実施され，日本女子代表は第2位銀メダルを獲得し1i，ひきつづき91年
には第 8Uロiアジアカップ友子サッカー選手権大会〈以 FA杯交と略す。福尚， 5月， 9チーム
参加〉において，日本女子代表は第 2位〈第 i位中「五L 第 3{立中国台北〉となり，第 1回
目FA世界立子サッカー選手権大会(以下W杯女と略す〉の出場権を得た2Lこの第 l同W杯女
子サッカー(中国.r1¥1+， 91年11月。 世界 6地域大降サッカ一連盟代表の12チーム。南米 1
ブラジノレc 北中米カリブ海 1: USA. ヨーロッパ 5:ノルウェ一，スウヱーデン，デンマー
ク， ドイツ，イタリア。アフリカ 1 ナイジヱリア。オセアニア 1 ニュージーランド。アジ
ア2:日本，中国台北。開擢W1 :中田)3)ではじSAが擾勝し，日本代表は予選リーグ、で敗退
(B組 O勝3敢)したがよく健闘したと亘えよう。
一方国内大会では，一般・社会人は第13l司令:日本サッカ一選手権大会(以下 JWと略す。東
京， 92年 3月， 9地域代表 9，日本女子サッカーローグ'10，前年度優勝地域 1の計20チーム参
1m)で鈴与清水の初優勝4)。第3凶行本三ぐ子サッカーリーグワLSL，以下 JLと略す。 91-92年
全国各地， 10チーム〉で読売の 2連覇5)。大学では第 5l口i全国大学女子大会 (91年12Jj，神戸，
28チームオープン参加〉で日体太の 4連覇。高校で、は第 7同全国高校女子大会 (91年 8月，神
戸， 33チームオープン参加)で埼玉栄高の初優勝などであった。このように女子サッカーの各
年齢層毎の大会がより一層の充実をむかえると共に日本サッカー協会でも日本代表チームの強
化菜として従来よりの数多くの海外遠征に加え，最近では新たな次の設搭である20歳以ドの1I
本女子代表の海外遠征の実施，さらに存種別大会では一般・社会人の i93年春には行本立子
リーグと全日本女子選手権大会上位チームとの入善戦を実施するための検J七， );.':'1'.，高校，小
学生交子などでは「これまでオープン参加であったが，日本サッカー協会の直轄とし， 92年度
から地域選出のチームによる太会となり，肝県単位で予選大会を開催するJ]向J"などをむち
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出して来ている。
このことによりチーム・選手の普及強北はもとより審判員の育成強化が急務となりつつあ
る。従来より日本体育学会及びサッカー医・科学研究会などにおいて女子サッカーの審判員に
関する 2，3 の報告8~11)をしてきたが，これらを踏まえて今回は女子サッカーの国際大会及び
国内大会における主審とボールの務動距離についてその一部を報告する。
ヨ方法
1 )謁査時期:1988年S月"-1992年 7月迄とした。
2)標本:国際大会は中国・広丹、iで開催された1991年11月第 1回 FIFA世界女子サッカー選
手権大会 (W杯女〉決勝・準決勝の外国人国際主審2例，日本・福岡市で開催された1991年5
月第8回アジアカップ女子サッカー選手権大会 (A杯女〉準決勝・三位決定戦の日本国際主審
2椀，いずれも80分試合の 2区分とした。
国内大会は全て日本人主審であり， 1991-92年第3回日本女子リーグ (]L) 4例及び第13回
全日本女子選手権大会(JW)決勝・準決勝2例の80分試合 1級主審計 8例。 1989-91年第3・
4・5回全国大学女子大会(全国大女決ト〉決勝・三位決定戦の70分試合 1級主審4例。 1988
90年第4・5・6回全国高校女子大会(全国高女決ト〉準決勝・三位決定戦の60分試合 2級
主審4例。 1989年第5回全国高校女子大会 1次りーグ(全属高女 1リ)の60分試合 3級主審 1
例の 4区分とした。国際大会 2[K分及び国内大会 4区分の計 6区分共いずれも男子主審であ
り，主審とボーんが対応する同一試合に限るものとした〈表 1)。
今回の女子の国際大会及び国内大会における男子主審と比較対照のために，男子試合の男子
主審の級民で辻1983-91年社会人・大学試合の外国人国際主審4例，日本入国際主審 9例， 1 
級15例， 2級10例， 3 級 7 例の計45伊~ (表3)とした。さらに今回の主審及び女子の大会別
ボールと比較対照のために，男子試合のボール及び選手の年齢種潤毎では1987-91年の社会人
12例選手 9人，大学8例選手18人，高校7割j選手16人，中学校16例選手12入，少年正規コート
9例選手17人，少年小コート 7例選手16人の計59例選手88人とし，女子試合では1988-92年社
会人・一般10例女子選手53人，大学2H男女子選手138人，高校8oa女子選手42人，小学生女子正
規コート l例，小学生女子小コート 2例の計42例女子選手社・大・高233人とした〈表U。
3)主審移動距離12¥ボーノレ移動距離日)及び選手移動距離は，15)の記録:①記録用紙は競技場
の縮尺 1: 524を用いた。 5分単位でトレースし12318¥前・後半の終了時はロスタイムを区分し
て記録した。移動距離の算出はキノレピメータはI訟を用いた。尚，空中のボーんは平面として記
録した17)。②左・在領域剖区分18)はサッカーコートを縦割し，ハーフラインとで出来る 4広分
された領域のうち，主審の左-左の対角線の領域を左領域とした〔図 8)。
4)験討項目:①級別大会区分別に主審及びポーノレの 5分毎の平均値の移動距離(表 1，t 
検定，表2，表5)。②ボー/レの移動距離に対する主審の移動距離の比率及び時間帯別推移(図
7 )。③左・右額域別に 5分毎の平均植の主審及びボーノレの移動距離(t検定，表 7)。④主審
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及びボール移動距離の 5 分毎の平均値による左・右領域別比率の時間帯~Ij推移〔図 9) からみ
た主審とボールの接近度。@主審とボールの同一人の同じ時間帯における動きのトレースによ
る同謂性(図10)などとした。
E 結果及び考察
l 主審の移動距離及びボールの移動範離
女子同際試合及び国内試合の主審及びボーノレの 5分毎の平均移動距離及び1試合当たりの平
均移動距離を表 1~こ示し，さらに 5 分毎の平均移動距離の有意差を表 2 ，表5qこ示した。各級
別大会加に80分， 70分， 60分試合と試合時間の相違がみられるために5分話の平均植を軸とし
てよと較検討した。尚，級別大会別区分の呼称の略記号は方法でも述べたが表 1の注 3に従っ
Tこo
1 )主審の 5分毎の平均移動距離
表 1の左上及び図 1を級別にみると，最も高いのは外・国及び司・国の約590mであり，次
いで日・ 1 及び日・ 2 の約500~515mであり，前者とは約80mの差がみられた。最も抵いのは
表 1 謀本 主審とボールの試合中の移動韮離
試メロk時R穿窒 試メ薮ー、
5分毎の平均 1試合当たわ平均
1 ST 2 ND 変動率% WHOLE 1 S1 2 ND WHOLE 
m m m m m m 
外.~ 80 2 や1601. 9 581. 0 -3.5 591.0 5 4815.6 4648.0 9463.6 
SO 60.0 91. 3 78. 
日.~ 80 2 M 578.0 60ヨ.5 + 5.4 593.8 4624.3 4875.ヨ 9500.2 
SO 85事1 75.1 81. 8 
B • 1 80 6 M 517宅8 512.6 - 1. 0 515.2 4142.2 4101.2 8243.2 
Ref. SD 75.3 88.9 82.5 
ト白・ 1 70 4 M 527.1 481. O -8.7 504.3 I 3689.7 3370.5 7060.2 
SO 99.9 86.9 96.2 
ト自・ 2 60 4 河 524.7 501. 7 -4.4 513.2 3148.2 3010.2 6158.4 
SD 84.4 92.9 89.5 
M 282.1 340.6 +20.7 311. 4 1692.5 2043.7 3736.2 
SD 58.5 78.7 75.3 
80 2 ~1 1319.8 1284.1 -2.7 1302.0 10558.7 10273.0 20831.7 
SD 232.5 189.4 212.8 
80 2 ~1 1271.0 1334.6 + 5.0 1302.8 10168.2 10676.5 20844./ 
80 6 
SLDf 2G 5.52CG2.2 7 
1202.9 1207. + 0.4 
2G 17，O 
1205.3 9623.2 9651.7 19284.9 
Ball SD 229.4 193.5 212.2 
70 4 シ1106o.0 1007.0 -j.4 1036.5 7455.0 705j.3 14510.3 
SO 166.1 214.4 193.2 
60 4 ~1 1157.8 1112.9 -3.9 1135.4 6946.8 6677.4 13624.2 
SD 190.4 217.6 205. 7 
60 l'v1 958.1 985.1 + 2.8 971. 6 5748.3 5910.7 11659.0 
SD 205.8 200.8 203‘7 
注 1)変動率 5 分毎の諒半(1ST) を基準にした後半 C2~D) の増減率である
注 2)WHOLE R/B : 5分毎の十一審の移動距離/ボーんの移動距離
注3)W杯女外.I五:第 1回 FIFA世界女子選手権大会決勝・準決勝外匝入国際主審
A杯女日・国:第 8回アジアカ、yプ女子選y.権大会決務・三位決定戦日本入国際主審
lRL守/{GLBE 
% 
45.4 
45.5 
42.7 
48.7 
45.2 
32.1 
]L.]W汗・ 1 第 3[pl []本女子リーグ，第13呂全日本女子選手権大会決勝・準決勝目本人 1級
全国大女決ト B. 1第 3，4， 5 ln]全国大学女子大会決勝・三位決定戦日本人 1級
全国高女決ト日.2 第4，5，6@]全国高校友子大会準決勝・三位決定戦巨木人2級
全国高女 lリu・3:第5回全詞高校女子大会 1次リーグ汀本人3級
W杯女外国
A杯女日l翠
日.3の310mであり，外・国及び日・固とは約280
.5 
593 8 mの差がみられ，また日・ 1及びB • 2とは約200
JL.JW B 1 
全国大女決ト B1 
全国高女決ト B2 
全国高女 11) r-l 3 
ーーー-ー-'-- . 
I 515.2 
J 504.3 
J 513.2 
I 311唱4
量
o 100200300400500600 m 
図 1 主審の移動産離 (5分毎の平均〉
mの差がみられてかなり抵い値であった。表2より
級別大会尉に主審の移動距離の有意差をみると，外
・国及び白・国は日・し日・ 2及び5・3に対し
て有意 (pく0.001)に大であり 日・ 1及びB.2
は司・ 3に対して有意 (pくO.001) ~こ大であった。
表 2 主審の移動距離 (5分毎の平均〉の有意差(t) 
束手直 合平高 日JL・J1 W 全決国ト大日女i 全決国ト高日女2 全1 国1) 高E女~I
W杯女 外・冨~ NS ※※※> ※※※> ※※※> ※※※>1 
A杯女 日・冨 ~ ※※※> %:※※> ※※※> ※※※> 
JL'JW 日・ 1 ~ NS i¥S ※※※> 
全国大女決ト自・ 1 --、¥ t¥s ※※※> 
全国高女決ト日・ 2 ~ ※※※> 
全国高女11)自・ 3 一¥三
芸京芸P<0.001 N S有意差なし
表 3 男子試合(社・大)における主審・ボールの移動距離
(5分毎の平均)及びその比率
1ST 2おD ¥VH 0 L E 
REF BALL REF BALL 変動率% REF BALL m m 釦 取 m m 
外i493閉国8j人-9富1際 SM n D 
36 36 36 36 72 72 
598.8 1489.ヨ 583.4 1366.5 R -2.6 591.1 1428.2 
86.3 221. 3 110.1 202.6 B -8.3 99.2 220.9 
1ヨ59本8例3入-園91祭 SLnD 1 81 81 81 81 162 162 577.2 1337.0 572.4 1285.7 R -0.8 574.8 1311.3 
77.4 219.9 96.4 220.9 B -3.8 87.4 221. 9 
il98顎31殺-91 
n 135 135 135 135 270 270 
M 62 5.3 1405.2 607.0 1325.9 R -2.9 616.2 1365.5 
15 SD 6.0 205.1 93.0 211. 0 B -:3.6 95.0 211. 8 
i29D例83 級
n 78 78 78 78 156 156 
M 520 1.3 1270.4 589.8 1215.2 R -5. 1 605.5 1242.8 
SD 102.3 242.6 110.7 232.2 B -4.3 107.8 239.0 
i739f8P3H 級-91 
れ 59 56 56 56 118 118 
M 40 32.5 i237.2  386.1 1215.5 R-12.2 413.0 1226. 7 
SD 108.4 195. 97.9 180.4 B -1. 8 106.7 188.3 
在 1)REF-BALL 再一試合に眠る
注 2)変動率 5分毎の前半(1ST)を基準にした後半 (2ND)の増減率
注 3)R/B: .主審の移動距離/ボールの移動距離
注主)外国入国際:トヨタ弥，キリン杯，司韓定期戦， JSL. I 90分4例
R/B 
% 
41. 4 
43.8 
4:3.1 
48.7 
33.7 
日本人関際:日仏親善，キリン杯，天皇杯，日韓大学，関西学生 r90分 9例
l級:JSL. 1， [:-J韓大学，総理杯，関西学生 r90分 15Ø~
2級:一五大都市70分 6OU，関西学生産90分4例
3級:県社会人 170分 2備，関西学生冨90分 5ø~ 
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¥ W 科会
/ 問・社大
口.I主;jI 
¥ A 杯女
/ 男・抗大
f! . 1 JL..JW 
¥全tfl大女決 i、
/号・社大
1-・ 21
1全国高女決ト
/ 男・社大
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密2 級別・男・交大会別主審の移動Ji!e離 図3 男・女選手の移動Ji!ti離
(5分註の平島) 総選P<0.001 ( 5分毎の子均〉
表 4 男・女試合の男・女選手及びボールの移動距離(5分毎の、ド均)
男子試合
選手 BALL 
m m 
社・会一般人
入試芸 1990ヨ-i2人621128192試-2合215  
n 
M 540. 7 1357.6 
so 118.3 245.4 
入試雲 1990-9入241159G試-19合44 1 181¥ B 
大学 n 3 
1¥ 501. 9 1335.3 
SD 116.4 208.5 
入 試年合 1990-9人241 1988-9合25 1 16A 7試
高技 n 2 
M 554.7 1295.1 
so 109.8 225.1 
入試Z199G-94人4i 1287-S7合i 2 12)¥ lfì~玄
中学校 n 
M 545.0 1250.1 
so 109.4 20~.O 
入試2 19人83281588-8合75 2 17 A 9試
正IJ、月規生コート n l¥!1 438.4 1099.8 
SD 129.4 187.1 
入 試年合 19 関入23 1 5 8 8 試-8合5 9 6 16A 7 
ノ~~生 n 
/江ート 乱f 317.1 938.3 
SO 79.4 136.9 
j主1)P/B :選手の移動罪離/ボールの移動距離
注 2)男・中・ボール:50分10試合， 60分5試合
女子試合
P/B 選手 BALL 
% m 取
l9855-83入5482123190試-1合252 G 
39.8 492.8 1196.2 
117.9 213.6 
1988-9入i4119381試-29合45 1 138A 2 
17 
37.6 447.3 1008.8 
125.6 204.9 
1989-人SG4 D 15888試-9合25  42 
5 
42.8 433.6 1103. ~ 
94.2 208.9 
43.6 
i試198合2 色
39.9 979.2 
271. 6 
2試198合13 5 
33.8 1029.7 
197.1 
女・大・選手:50分5試合 8人， 60分17試合93人， 70分 3試合37人
女・大・ボール:50分 5試合， 60分13試合， 70分 3試会
230-
P/B 
% 
41. 2 
44.3 
39.3 I 
540.7 
554.7 
545.0 
尚，日・ 3は勉の全ての級別区分に対して有意 (pく0.001)に小で為った。
これら女子試合の国際主審から 3級までの主審の移動距離を復に男子試合の社・大の主審を
基準にして比較すると〈表3，図 2)，外・国及び日・国の国際主審では男子試合及び女子試合
共に570"'-'590mとほとんど差がなく類同していた問。がしかし女子試合の日・1及び百・2の両者は
男子試合の1，2級の605'""616mよりも約100m低く，また女子試合の日・ 3も同議に男子試合の
3級の413mよりも約100m低く，いずれも有意 (P<O.OO1)に小であった。さらに，男子試合
の 1級及び2級の両者は男子試合の外・国及び日・国の国際主審よりもわずかに大であるのに
比して，女子試合の日・ 1及び日・ 2の両者は逆に国際主審よりも小であり，しかも先述のご
とく男子試合のし 2級よりも有意 (Pく0.001)に小であることが特徴的である。
次いで，これら女子試合における級別主審の移動距離を女子選手及び男子選手の 5分毎の平
均移動距離(表4，図 3) と比較すると， W杯女外・国及びA杯女日・国の両者国際主審の約
590mはき士会人・一般女子選手の490mよりも約100m有意 (pく0.001)に高しさらに社会人
・一般男子選手の540mよりも約50m有意 (pく0.05)に高かった。 JL.JW日・ lは社会人・
一般女子選手の約490mよりも約20m高く，全国大女決ト日・ 1で、は大学女子選手の約450mよ
りも約50m有意 (pく0.001)に高かった。全国高女決ト B・2は高校女子選手の約430mより
も約80m有意 (pく0.001)に高かった。これら女子試合の日・ l及び日・ 2の500'""515mは男
子選手の社会人・一般~中学校の500"'-'550mとは類同もしくはわずかに小であった。品，全国
高女 1リ日・ 3の311mは日・ 1及び日・ 2とは逆に全ての女子選手及び男子選手よりも小で
あることが注目される。
2)ボールの 5分毎の平均移動距離
表 1の左下及び図 4を大会期にみると，最も高いのはW杯女及びA杯女の国際大会で両者共
に約1300mで、あり，これらはいずれも外国チーム同志の試合であった。日本の国内大会で最も
高いのはJL.JWの約1200mであり，国際大会とは約100mの差がみられて低かった。次いで全
国高女決トの1130m，さらに全国大女決トの1030mの1民であった。最も低いのは全国高女 1ザ
の970mであった。表5より大会別にボールの移動距離の有意差をみると，全ての昌内大会は
W杯女及びA杯女の国際大会に対して明らかに有意 (pく0.01) ~こ小であった。盟内大会の
JL. JWと全冨高女決ト聞には有意差がみられなかったが，この両者は全国大女決ト及び全国
高女 lりに対して有意 (pく0.01)に大であった。尚，全国大女決ト及び全国高女 lリ間には
W杯1;:1
A 杯!;.:
1302.0 
l:i02. S 
JL.JW [3 1205.3 
全田大女決卜B I 1036.S 
全国』iki失ト[J~t I 113S.4 
全国高火山田乞二二コ 971.6
。"800900jOOOlloolz00l3001400 m 
国4 ボーノレの移動距離 (5分毎の平均〉
有意差がみられなかった。
次いで，これら女子試合における大会別ボールの
移動距離を男子年齢別ボーんの 5分毎の平均移動甚
離(表4，函 5) と比較すると，今田の女子国際大
会のボーノレの移動距離の約1300mは日本の国内男子
社会人・一般1358mvこ比して約95%に相当し，大学
男子の1335mよりはやや小であり，概ね高校男子の
1295mと類同するものと考えられよう。さらに女子
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表5 ボールの移動甚離(5分毎の平持〉の有意差 (t)
W杯女 A本不女 JLJW 実害大女 在宅高女 全1冨1)高女
W杯女 ~ NS ※> ※※※> ※※> ※※※> 
A杯女 ~ ※> ※※※> ※※> ※※※> 
JL' JW ~ ※※※> 主S ※※※> 
全彊大女決ト ~ <※※ NS 
全国高女決ト ~ ※※> 
全冨高女11) ご竺主k
表P<0.05 税 Pく0.01 総選P<O.OOl NS有意差なし
ヲ;路WMシシグ/ル/'/////////，ω 1357.6 
社会人 IW杯女
-一般 IA杯女
JL・JW
大学{ 男
i全国大女決ト
男
高絞j全国高女決ト
全国高女 lリ
中学校 男
i正規コート男
小学生{
i 小コート男
1302.0 
1302.8 
1205.3 
形。労勿弘弘タうタシん予タうク%:11335.3 
む句。勿%。ι必4ンχろ勿必う11295.1 
， I 1135.4 
立二コ 971.6
可必妙見劣手ガ%タ外伝4:a1250.1 
図5 男・女年齢種別大会部のボーノしの移動E巨離
(5分毎の王子均〉
園内大会の ]L.]W及び全国高女決トは中学校男子の1250mよりは小であり，概ね小学生男子
正規コートの1l00mと類同もしくはわずかに大であり，全国大女決ト及び全国高女 1リは概ね
小学生男子正規コート及び小コートと類同するものと考えられよう。尚，日本の国内女子大会
のボーんの移動距離は，同年齢期の男子大会に比して社会人・一般女子は88%，大学女子は
76%，高校女子は85%であり，概ね男子大会の70"-'90%に相当していることがうかがえよう。
2 ボーノレの移動産離に対する主審の移動距離の比率及び時間帯別誰移
ボーノレの移動距離によって主審の移動距離に影響があるかどうかをみたものが表 1の右犠
R/B，即ちボールの移動距離に対する主審の移動距離の比率である。級別大会別の比率では最
も高いのは全国大女決ト日・ 1の49%であり，次いでW杯女の外・国， A杯女汀.b豆及び全国
校女決ト臼・ 2の3者共に45%であり，さらに ]L.]W日・ 1の43%の顕であり，最も低いの
は全国高女 1り日・ 3の32%であった。これら女子試合での級別大会別の比率は，表 3の男子
社会人・大学試合での各級別主審の比率の外・国，日・国及び l 級の41~45% ， 2級の49%，
さらに 3 級の34% とほぼ類同していた。尚，女子試合の外・国，日・国及び司・ I の概ね43~
49%は小林ら(1992，1993) 11，19) の報告とも一致していた。
表Sは級潟大会別主審及びボールの移動距離の 5分毎の平均値並びにその比率の時間帯別推
移を示した。これらのうち主審の移動距離を国 6に示し，比率を図 7Vこ示した。図 6の主審の
移動距離の時間帯別推移の上図は，女子の昌際レベル選手の大会試合で、あり， O~PのW杯女外
・国及びム印のA杯女日・園の国際主審の両者は550~650mで、推移し，_印の JL .JW日・ 1
は500~550mで、推移している。図 S の下図のO印の全国大女決ト日・ 1 及びム印の全国高女決
ト日・ 2 の両者は450~550mで推移し，_印の全国高女 1 リの日・ 3 は280~340mで最も低く
推移していた。
表§ 主審・ボールの移動距離及びその比率の時間帯別推移
1ST l邸SET . 司0-05 05-10 10-15 15-20 20-25 25-30 30-35 35-40 
W変宇冨 B 1412.2 1349.3 1312.6 1186.9 1223.6 1249.8 1417.5 1407.0 1319.3 9 R 657.7610.56410.5529.36829.62 573.8647.1554.3 601. 
R/8% 46.6 45.2 46.5 44.6 49.2 45.9 _ 45.7 41.5 45.6 
A杯日女.~ B 1296.9 1011.3 1425.3 1276.0 1144.9 1430.5 1333.6 1249.8 1271. 0 R 613.1 592.2 589.5 631.4 5 534 7.i 621.0 600.0 440.2 578.0 
R/8% 47.3 58.6 41. 4 49. 6.9 43.4 45.0 35.2 45.5 
J BL--J 1 W B 1143.2 1257.6 1233.1 1351.0 1185.1 1220.9 1186.9 1045.4 1202.9 
R 555.5 507.4 520.5 534.5 497.8 547.6 517.0 462.0 517.8 
R/8% 48.6 40.3 42.2 39.6 42.0 44.9 43.6 44.2 43.0 
全国5大・女1決ト B 1080.8 1015.4 1130.6 864.6 1063.7 1066.3 1133.6 1065.0 
R 585.6 533.2 559.3 442.8 512.2 462.5 593.9 527.1 
R/8% 54.2 52.5 49.5 51. 2 48.2 43.4 52.4 49.5 
全屋ヨ高・女2決ト B 1337.5 1061. 1 1152.8 1040.1 1141.0 1233.1 1157.8 
R 610.5 508.3 526.6 489.9 503.1 504.8 524. 7 
R/8% 45.6 47.9 45.7 47.1 44.1 40.9 45.3 
全国百高-女3llj B 890.8 1346.7 686.4 964.2 1037.5 822. 7 958.1 
R 277.7 356.3 172.9 283.0 335.4 267.2 282.1 
R/8% 31. 2 26.5 25.2 29.4 32.3 32.5 29.4 
2ND 2ND 治百OLE
00-05 05-10 10-15 15-20 20-25 25-30 30-35 35-40 AVE. AVE. 
W貯富 B 1344.1 1181. 6 1320.5 1302.2 1315.2 1323.1 1152.8 1333.6 1284.1 1302.0 R 508.3 555.5 644.5 545.0 584.3 607.9 555.5 647.2 581. 0 591.5 
R/8% 37.8 47.0 48.8 41. 9 44.4 45.9 48.2 48.5 45.2 45.4 
A杯5-tE B 1375.5 1074.2 1579.9 1247.2 1236.7 1558.9 1310.0 1294.3 1334.6 1302.8 
-国 R 600.0 526.7 681.2 610.5 594.8 649.8 639.3 573.8 609.5 593.8 
R/8% 43.6 49.0 43.1 48.9 48.1 41. 7 48.8 44.3 45.7 45.6 
J 弓L.jW B 1175.5 1237.5 1236.6 1199.1 1205.2 1156.3 1179.0 1272.5 1207.7 1205. :3 
R 524.0 518. 7 534.5 500.4 525.8 483.0 481. 2 533.6 512.6 515.2 
R/8% 44.6 41. 9 43.2 41. 7 43.6 41.8 40.8 41. 9 42.4 42.7 
全呂自大・女1決ト B 1116.1 1080.8 808.3 973.3 905.3 992.8 1179.0 1007.9 1036.5 
R 555.4 505.7 420.5 478.2 442.8 459.8 508.3 481. 5 504.3 
R/8% 49.8 46.8 52.0 49.1 48.9 46.3 43. 1 47.8 48.7 
全国日高・女2決ト B 1287.8 1114.8 1087.3 1050.6 1010.0 1131.9 1112.9 1135.4 
R 551. 5 445.4 512.2 504.4 475.5 527.5 501. 7 513.2 
R/8% 42.8 40.0 47.1 48.0 47.1 46.6 45.1 45.2 
全盟B高-女311j B 1215.7 843.6 786.0 1048.0 759.8 1257.6 985.1 971. 6 
R 298. 7 288.2 283.0 356.3 309.2 508.3 340.6 311.4 
R/8% 24.6 34.2 36.0 34.0 40. 7 40.4 34.6 32.1 
L 一一一一
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層6 主審の移動距離 (5分毎の平均)の時系売
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図7 主審の移動距離/ボーんの移動距離(5分毎の平均)の時系列
図 7のボーノレの移動距離に対する主審の移動距離の比率の時間帯別推移の上図のW杯女外・
国， A杯女日・国及び ]L.]W日・ lの3者はボーんの移動距離にあまり影響されず，動きの
量を恒常的に発揮し，ほとんどが必'"'-'45%で安定して陸移している。因みに，ボーノレの移動E巨
離の 5 分毎の平均値の推移で、は国捺主審の試合は1200~1300m と高く，日. 1の ]L.]Wの試
合では1150~1250mで推務し， 5分毎の平均値ですま約100mの差がみられた(表4)。図 7の下
関の 3者のうち全国大女決ト日・ l及び全国高女決ト日.2の試合では，ボーノレの移動距離の
推移は1000~1150mであり，上図の国際大会とは約200m，]L.]Wとは約100m抵かったが，
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しかし比率はお"'-53%と高く，安定して推移している。一方全国高女 1りの日・ 3は比率が
30"'-35%と最も抵く推移し，ボールの移動産離の推参も1000mと最小であった。
以上のことから，女子国際大会の外・国及び日・冨の国際主審は女子試合においても男子試
合と同様に主審の移動距離も高く，またボーノレの移動距離に影響されずに恒常的によく走り，
男子選手及び女子選手の移動距離よりも高いと言えよう。一方，女子園内大会の日・ 1及び日
. 2は男子試合の 1，2級の移動距離よりも小であるが，女子試合のボールの移動距離に影響
されずに比率では43-----49%と高く安定して走り，男子選手の移動産離とほぼ類局していること
がうかがえよう。さらに司・ 3は主審の移動距離が最も低く，北率では32%と最小であり，男
・女選手の移動距離よりも抵いことなどが示唆された。
3 主審とボールの左・右領域別移動距離の比率及び動きのトレースからの向調性
サッカーコートの左領域及び右領域の区分は既に方法で、も述べている通り主審の採用する左
-左の対角線の場合は函 8Vこ示した通りである。
主審とボーんの 5分毎の平均移動距離における左・右領域周移動距離を表7に示した。各区
分別の下の括弧内の数字は左・右領域合わせて100%とした比率を示し，有意差は t検定であ
る。ボーノレの左・右領域別 5分毎の平均移動距離では， W杯女は左領域の654mvこ対して右額
域が666mであり， JL.jWは左601mに対して右604mであり，また全国高女決トは左545mに対
して右546m，さらに全国高女 1リは左473mvこ対して右498mでいずれも右領域がわずかに大
であった。中でも全国大女決トは左領域447mに対して右領域が578mと有意 (P<O.OOl)に大
であることが特徴的である。尚， A杯女は左の664mに対して右が639訟であり，右領域が左領
域よりも小であった。比率ではA杯女の左51%，右49%を除いて他の大会区分では左44"'-50%
に対して右50"'-56%とほぼ半々もしくは右領域がやや大であった。
ボーノレの移動距離で、は概ね右領域が大で、あることは，男子試合における久保田らの得点可能
図8 左・右領域~U区分
注〕矢印は主審の採用する左一左の対角線の場合
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表7 左・右領域別主審・ボールの 5分毎の平均移動距離と
その有意、差及び比率
B a 1 1 Re f. 
左領域右領域m 左領域右領域m 
※※ 
W杯女 外21J・1I国 M 653.7 666.3 325.2 266.3 
1991 80升 (%SD) 151. 2 86.2 75.6 
48.8) 51. 2) (55.0) (45.0) 
※※※ 
A杯女 日2・国 M 664.3 638.5 367.1 226.6 
1991 80分例 (%SD) 143.2 171. 8 84.3 58.0 
51. 0) (49.0) (61. 8) (38.2) 
※※※ 
J L J W80 日6・1 T¥I 601. 2 604.1 320. 7 194.5 
1991-92 分 1FIl (%SD ) 158. 1 154.5 70.3 61.1 
49.9) 50. 1) ¥62.2) (37.8) 
※※※ ※※※ 
全19国89大.女91決7ト0分日3151・l1(%SM D ) 446.9 
577.5 316.7 194.6 
174.1 134. 1 97.5 64.3 
43.6) 56.4) (01. 9) (38.1) 
※※※ 
全19国89高女決6ト0分日2例・2 M 544.7 546.1 350.6 192.4 
(%SD ) 152.9 176.8 88.4 74.2 49.9) 50. 1) (64.6) (35.4) 
*※ 
全19国89高女16リ0分日1jJl・3(百SMD ) 473.4 498.2 205.3 106.1 149.4 76.9 41. 0 
48.7) 51. 3) (65.9) (34.1) 
選法P<O.Ol 遺産選P<0.001 
地域への侵入方法(1969，1970)20，21)でも本研究とは領域の見方に多少の相違はあるものの，右
領域が多い傾向と同じであった。小林ら(1991， 1992， 1993) 11，18，19)はボールの左・右領域別移
動距離はほぼ半々もしくは右がわずかに大であることを報告しているが，今回のA杯女の左領
域がやや大であることは注目される。
主審の左・右領域別 5分毎の平均移動距離では国際主審及び 1，2，3級いずれの級別も左
領域 (205"-367m)が右領域(l06"-266m)よりも有意 (pく0.001)に大であった。比率では
日・国及び日・ lの左領域62%，日・ 2の左65%，さらに日・ 3の左66%と日本人主審はいず
れも左領域が60%以上であったが，しかし外・国の左領域が55%と日本人主審よりも小であり
やや様相が異なっていた。日・ 2及び日・ 3の左領域が65"-66%とかなり左寄りが目立ってい
た。主審では左一左の対角線を採用していることから，いずれの級別主審も左領域が大である
ことは従来の報告1，18，19) と一致していた。
図9は，主審とボールの 5分毎の時間帯別平均移動距離の左・右領域別比率を左領域，右領
域別に時間経過の推移を示し，主審とボールの接近度をみようとしたものである。図の縦軸は
50%を中心に上方は左領域を50%から+10，+20%とし， f方は右領域を50%から+10， +20 
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主審のボーノHこ対する左・在韻壌~U接近度の時系列
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匿g
Ball W郭女 1st 10-I5min. Ball A杯女 2nd 20-2泊in.
Ball全国高女決ト 1st 20-25min. Ball全冨高女1リ 1st 25-30湿in.
密10 主審とボーノレの動きのトレースによる同調性の事例
%として示した。図10は，主審とボーんの動きの向調性について図9の級別大会民区分内の個
人の同一時間帯のものを示したc
W杯女外・国は，右領域への対角線の軸の平行移動がみられ(図10左上国入右領域へも積極
的に移行してボーんとの接近度も高い様相を示している。 A杯女日・再及び JL.JW U . 1の
両者は，共に接近度のバランスもよく，ボールと平行的に推移していた。 A杯女日・同はW杯
女外・国と同様に右領域への対角線の軸の平行移動がみられる〔岡山名上関〉。全同大女決ト
日・ 1，全国高女決ト呂・ 2及び全国高女 lワ日・ 3の3者は先の外・国，日・国及び
jL. jW日・ 1Vこ北して，ボーノレとの接近度にパラつきがみられ，向調性に欠ける様相を示し
ている。日・ 2及び日・ 3では対角線が不明確でゴールラインへの直角な動きのトレース2)
がみうけられる(図10左下図，右下図〉。以上のことから，接近度やボーんに対する主審の動き
のトレースの同調性などに明らかなライセンスによる杷違がみられた。日本人主審は右領域の
ボーノレに対してより積極的に対角線の軸を平行移動させてボーノレに近寄ることが望まれよう。
N 要約及びまとめ
近年富みに盛んになりつつある女子サッカーの国際試合 (1991年)及び国舟試合(1988-92
年〉における男子主審とボールの動きについてトレース法を用い，級別主審の移動距離及び大
会別ボー/レの移動距離，さらにボールの移動距離に対する主審の移動車離の比率，主審とボー
ルの接近震並びに主審とポーノレの動きのトレースによる用語性などを検討した。以下のような
結果が得られた。
① 女子試合の級別大会別男子主審の 5分毎の平均務動距離では外・国及び5・園の国際主
審は590mであり，日本のし 2 級は500~515mで， 3級は310mである〈外・国擦，日・国際
> 1， 2級>3級。 Pく0.001)。
② 女子試合の国際主審の 5分毎の平均移動距離は男子試合の国際主審と類同する。女子試
合のし 2，3級は男子試合の 1，2， 3級よりもそれぞれの級でいずれも約100m低い (pく
0.001)。
③ 女子園際大会のボーノレの 5分毎の平均移動距離はW杯女及びA杯女が1300mで、最も大で
ある (pく0.01)。宮本の園内大会では jL.jWの1200m及び全国高女決トの1130mが全国大女
決トの1030m及び全国高女 1りの970mよりも大であるくPく0.01)。
③ 女子国際大会のボールの 5分毎の平均移動距離は概ね高校男子の1295mと類局する。女
子園内大会は概ね中学校男子の1250mもしくは小学生男子正規コートの1l00mと類同する。
@ 女子試合のボーノレに対する主審の 5分毎の平均移動距離の比率は外・国及び日本の国際
主審並びにし 2 級は41~49%であり， 1試合を通じて恒常的である。 3級は32%である。
§ 女子試合の主審の 5分毎の平均移動距離における左・右領域別移動距離は左韻域が右領
域よりも大で島るくP<0.001)。比率では外国人国際は左55%，右45%である。日本の国際及
び 1級はは左62%，右38%であり， 2級及び3級は左65%，在35%である。
⑦ 女子試合のボーノレの 5分毎の平均移動距離における左・右領域別移動距離の比率は左平
均49%，右平均51%でほぼ半々である。
⑧ 女子試合の主審とボーノレの動きの接近度及び動きのトレースからの向調性では，国際主
審及び 1級は接近度も高く向調性に量れている。 2，3級は右領域のボールに対してより積極
的に左-左の対角線の軸を平行移動させてボールに接近することが望まれよう。
-239-
文献
U 鈴木保:北京アジア大会日本女子代表銀メタソし護得，サッカ-]FA NEWS， 78: 16-19， 1990. 
2)鈴木保:吉本代表世界大会への軌跡，千ッカー ]FANEWS， 91: 38 44， 1992. 
3)鈴木保:第 1回世界女子選手権中国大会，サッカ-JF A NEWS. 93: 24 29， 1992. 
4)黒滝等:第3回日本女子リーグ総評，サッカー ]FA l¥'EWS. 95: 14-21宅 1992.
5 )黒滝等:第13回全日本女子選手権，サッカー ]FA l¥'EWS， 95: 22-28. 1992. 
6 )藤田一部:社本女子代表1.)-20韓国遠征報告，サッカー ]FAl¥'EWS，部署 7075， 1992. 
7 )日本叶ッカー協会:議事録より，サッカー ]FAl¥"EWS， 90: 42 43， 1991. 
8)小林久幸， f邑:サッカーにおける審判とその判定?こ関する研究一第 5種友子について一，第 g回
サッカ一長・科学研究会報告書:5-12， 1989. 
9 )小材、久幸，位*ッカーにおける審判とその判定に関する研究(第9報) 第5種女子の違反の種類
の特性 ，日本体育学会第羽田大会号B : 733， 1989. 
10)小林久幸，組:サッカーにおける審判とその判定に関する研究 女子サッカーの社会人，大学，高校
における違反の特性 ，第10回サッカ一塁・科学研究会報告書:5-18， 1990. 
11)小体久幸，他:女子サッカーの国際試台における主審とボールの移動距離に関する研究，第12[円
サッカーま・科学研究会報告書:29-38， 1992. 
12)小宮喜久:レフェリーの動きについて，専務大字体育研究紀要， 2 : 81-92， 1973. 
13)小林久幸，地:サッカーにおける審判とその判定に関する研究一第 4種少年について一，第 8戸l
サッカー医・科学研究会報告書:51-60， 1988. 
14)日本観球協会科学研究部:サッカーのゲーム分析，サッカー， 92: 31 -43 ， 1969. 
15) 大構一一二部，他:サッカー選手の試合[+1の夢動距離一各年齢層およびポジション毎の比較一，第 i回
サッカ一医・科学研究会報告書:34-39， 1980. 
16)グJ内京一，瀬戸進:コーチ学(サッカー編入澄遥書院:279-284， 1968， 
17)背内虎士:試合時上方より見だる球の運行の総軌跡と攻防の機 F亭，第4[I=l]サッカー 医・科学研究会
報告書:51-54， 1984. 
18)小林久幸，他:サッカーにおける審判とその判定に関する研究 日本同内で、の外再審判長と口本審
判員の比較 ，第11同サッカー医・科学研究会報令書:65-77， 1991. 
19)小林久幸:サッカ一試合中の主審とボールの移動距離の外国審判員と円本審判員の比較，帝塚山短
期大学紀要， 30 : 264-276， 1993. 
20)久保出洋一，他:サッカーゲーム分軒に関する軒究一特に得点可能地域への長人方法について
体育学研究， 13(5): 270， 1969. 
21)久保出洋一，他:サッカーゲーム分析 特iこ持点可能地域への侵入方法について出 ，体青学研究，
14(5) : 307， 1970. 
22)小林久幸，他:サッカーにおける審判とその暫定に関する研究一級別による主審の暫定距離と動き
，第3[0]→十ッカー医・科学研究会報告書:36-49， 1983. 
